賃　金　規　則

株式会社○○

賃    金    規    則
第  １  章          総        則
第１条（目    的）
１．この規程は、就業規則に基づき、社員の賃金に関する事項を定めたものである。
２．この規程は正社員に対し適用される。就業形態が特殊な勤務に従事する者及びパートタイマー、アルバイトについてはこの限りでない。
３．この規程に定めてないことは、労働基準法その他の法令による。
第２条（賃金構成）
賃金の構成は次のとおりとする。
	賃　金
	
	基本給
	
	

	
	
	手　当
	
	家族手当

	
	
	
	
	通勤手当

	
	
	
	
	役付手当

	
	
	
	
	精勤手当

	
	
	割増賃金
	
	時間外労働割増賃金

	
	
	
	
	 eq \o\ad(休日労働割増賃金,　　　　　　　　　)

	
	
	
	
	 eq \o\ad(深夜労働割増賃金,　　　　　　　　　)


第３条（賃金計算期間及び支払日）
１．賃金は前月　　日から当月　　日までの期間（以下『賃金締切期間』という）について計算し、当月　　日に支払う。但し、　　日が休日のときは原則としてその前日に支払う。
２．前項の規程にかかわらず次の各号の一に該当する場合には、社員（死亡したときはその遺族）の請求により、賃金支払日の前であっても既に行われた労働に対する賃金を支払う。
１）社員が死亡したとき。
２）社員が退職し、または解雇されたとき。
３）社員またはその収入によって生計を維持している者が、結婚、出産、病気、災害、または死亡したことにより特別な費用を必要とするとき。
４）本人、またはその収入によって生計を維持している者が、やむを得ない事由によって１週間以上にわたり帰郷するとき。
５）その他本人の申出により会社が特に必要と認めた時。
第４条（計算方法）
１．賃金締切期間の中途において入社し、または退社した者についての賃金額は日割で計算することとする。
２．月額決めの諸手当については、一賃金締切期間内に欠勤した場合は日割計算にて支給する。
３．日割計算は、次の計算式よって行う。
１）１５日未満欠勤時
	  　　　             
	基本給
	 ×欠勤日数分　を給与より控除

	
	1ヶ月の所定労働日数（２３）
	


２）１５日以上欠勤時
	
	基本給
	 ×出勤日数分　を支給

	
	1ヶ月の所定労働日数（２３）
	


４．一賃金締切期間において、賃金の総額に一円未満の端数が生じた場合にはこれを切上げる。
第５条（賃金の支払い）
１．賃金は、社員に対して、口座振込みの方法によって支払うものとする。
２．前項の規程にかかわらず次に掲げるものは支払うべき賃金から控除する。
１）給与所得税
２）住民税
３）健康保険料
４）厚生年金保険料
５）雇用保険料
６）社員個人との書面契約によるもの
７）その他社員代表との書面協定によるもの
第６条（遅刻・早退等の取扱い）
１．早退、遅刻等、社員の責に帰すべき事由による不就業については、その時間に対応する賃金（第４条の日額を８時間で除したもの）の支払いはしない。また、不就業時間の計算は１５分単位とし、１５分に満たない時間は４捨５入にて計算する。
第  ２  章      賃金及び昇給、昇格
第７条（基本給）
１．基本給は、本人の経験、年齢、技能、職務遂行能力等を考慮して各人別に決定する。
２．支給方法は日給月給制とし、一賃金締切期間内において欠勤した場合は、第４条の規程により減額する。
第８条（昇  給）
１．昇給は原則として年一回とし、原則として毎年４月に行なう。
２．昇給の対象者は１年間継続勤務したものとする。
３．昇給は必要のある場合に、個別に実施することがある。
４．会社の都合によって昇給困難な場合には、一時延期または昇給を行わないことがある。
第  ３  章    諸 手 当
第９条 （家族手当）
１．家族手当は、次の家族を扶養している従業員に対し、支給する。
①　配偶者                                　　　　　 月額　　　　　円
②　２２歳未満の子１人から３人まで      １人につき　 月額          円
③　６０歳以上の父母
第１０条（通勤手当）
１．通勤手当は、月額　　　　　　円までの範囲内において、通勤に要する実費に相当する額を支給する。
第１１条（役付手当）
１．役付手当は、次の職位にある者に対し、支給する。
①　部　長　　　　月額　　　　　　円
②　課　長　　　　月額　　　　　　円
③　係　長        月額　　　　　　円
第１２条（精勤手当）
１．精勤手当は、当該賃金計算期間における次の出勤成績により、次のとおり支給する
①　無欠勤の場合
②　欠勤１日以内の場合
２．前項の精勤手当の計算においては、次のいずれかに該当するときは出勤したものとみなす。
①　年次有給休暇を取得したとき
②  業務上負傷し、又は疾病にかかり療養のため休業したとき
３．第１項の精勤手当の計算に当たっては、遅刻又は早退３回をもって、欠勤１日とみなす。
第１３条（割増賃金）
１．割増賃金は、次の算式により計算して支給する。

	①　時間外労働割増賃金（所定労働時間を超えて労働させた場合）

	
	基本給＋役付手当＋精勤手当
	×１．２５×時間外労働時間数

	
	１カ月平均所定労働時間
	

	②　休日労働割増賃金（所定の休日に労働させた場合）

	
	基本給＋役付手当＋精勤手当
	×１．３５×休日労働時間数

	
	１カ月平均所定労働時間
	

	③　深夜労働の割増賃金（午後10時から午前5時までの間に労働させた場合）

	
	基本給＋役付手当＋精勤手当
	×０．２５×深夜労働時間数

	
	１カ月平均所定労働時間
	


付    則
１．この規程は、平成　　年　　月　　日より実施する。
２．この規程を改廃する場合は社員を代表する者の意見を聴く。
